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選択科目   森林土木 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   森林部門 

専門とする事項  治山・林道 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－２ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

( 1 )  高 齢 級 人 工 林 に か か る 負 の 影 響 に つ い て  

1 ) 齢 級 配 置 の ア ン バ ラ ン ス  

現 在 1 0 齢 級 以 上 の 人 工 林 は ５ 割 以 上 と な っ て い る が 、

2 0 2 0 年 に は こ の 割 合 が ７ 割 と な る と 予 想 さ れ て い る 。

こ の 場 合 、 若 齢 級 の 人 工 林 が 少 な く な る 事 か ら 、 下 刈 、

除 伐 等 の 保 育 技 術 の 継 承 が 困 難 と な り 、 保 育 作 業 の 不

足 か ら 、 林 地 崩 壊 等 の 災 害 の 素 因 と な る 。  

2 ) 流 木 災 害 の 激 化  

 近 年 、 我 が 国 に お い て は 、 温 暖 化 に 伴 う 気 候 変 動 に

よ り 、 長 時 間 に 渡 る 極 端 な 集 中 豪 雨 に 見 舞 わ れ 、 林 地

崩 壊 に 伴 う 流 木 災 害 が 毎 年 発 生 し て い る 。  

 今 後 、 収 益 性 の 悪 化 等 で 、 皆 伐 ・ 再 造 林 が 進 ま な け

れ ば 、 人 工 林 は 大 径 化 し 、 ま た 、 手 入 れ 不 足 の 人 工 林

が 林 地 崩 壊 を 引 き 起 こ す こ と で 、 流 木 災 害 は 激 化 す る

と 考 え る 。  

( 2 )  流 木 災 害 激 化 の 解 決 策 に つ い て  

 人 工 林 の 林 地 崩 壊 が 流 木 発 生 の 原 因 で あ る た め 、 以

下 の 解 決 策 と な る 。  

1 ) 林 内 植 生 の 根 系 の 発 達 、 侵 食 防 止 対 策  

 樹 木 の 根 系 は 、 土 壌 中 の せ ん 断 抵 抗 力 を 増 加 さ せ る

と と も に 、 根 系 の 引 き 抜 き 抵 抗 に よ っ て 、 林 地 崩 壊 防

止 機 能 を 発 揮 す る た め 、 根 系 の 発 達 促 進 が 必 要 で あ る 。

 ま た 、 下 層 植 生 等 の 地 被 物 に よ り 、 土 壌 侵 食 防 止 機

能 も 発 揮 さ れ る 。  

 こ れ ら の 機 能 を 十 分 発 揮 さ せ る た め に は 、 間 伐 を 中
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

心 と す る 、 適 切 な 森 林 整 備 が 必 要 で あ る 。  

2 ) 針 広 混 交 林 化  

 ス ギ 、 ヒ ノ キ を 中 心 と す る 人 工 林 に 、 深 根 性 の 広 葉

樹 を 導 入 す る こ と に よ っ て 、 土 壌 中 に 複 数 層 の 根 系 ネ

ッ ト ワ ー ク を 形 成 さ せ る 事 が 有 効 で あ る 。  

 ま た 、 広 葉 樹 か ら の 落 葉 落 枝 が 、 更 に 土 壌 浸 食 へ の

抵 抗 性 を 高 め る 。  

( 3 )  新 た な リ ス ク に つ い て  

1 ) 林 内 植 生 の 根 系 の 発 達 、 侵 食 防 止 対 策  

急 激 に 強 度 の 間 伐 を 行 わ ず 、 弱 度 の 間 伐 を 複 数 回 実

施 し 、 目 標 と す る 立 木 密 度 に 仕 立 て る 事 が 重 要 で あ る 。

特 に 過 密 な 人 工 林 で 一 度 に 強 度 の 間 伐 を 行 う と 、 風 害

等 気 象 災 害 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。 ま た 、 林 内 の 乾

燥 が 進 む 可 能 性 も あ る 。  

 一 方 、 下 層 植 生 を 繁 茂 さ せ よ う と し て も 、 近 年 増 加

し て い る シ カ に よ る 食 害 で 、 下 層 植 生 が 消 失 す る 事 例

が あ る た め 、 間 伐 等 森 林 整 備 を 実 施 し た 範 囲 を 、 獣 害

防 止 ネ ッ ト で 囲 う 対 策 が 必 要 で あ る 。  

2 ) 針 広 混 交 化  

 広 葉 樹 は 天 然 更 新 に よ り 導 入 す る が 、 1 ) と 同 様 の リ

ス ク が 有 る 他 、 周 囲 の 競 合 す る 植 生 の 影 響 で 、 発 芽 し

た 稚 樹 の 生 育 が 遅 れ た り 、 枯 死 す る 可 能 性 が あ る た め 、

天 然 更 新 が し に く い リ ス ク が あ る 。  

 こ の 対 策 は 、 1 ) に 加 え 、 下 刈 等 保 育 作 業 を 行 う こ と

と 、 豊 作 年 に 地 が き 等 の 更 新 補 助 作 業 を 行 う こ と が 必
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

要 と 考 え る 。  

( 4 )  対 策 に か か る 必 要 な 要 件 に つ い て  

 森 林 管 理 や 鳥 獣 保 護 等 森 林 の 生 態 系 の 知 見 を 有 す る

と と も に 、 間 伐 等 森 林 整 備 に も 精 通 し て い る 人 材 の 確

保 、 育 成 が 必 要 で あ る 。 つ ま り 、 ス イ ス 等 ヨ ー ロ ッ パ

に お け る 「 フ ォ レ ス タ ー 」 の 働 き を も つ 人 材 の 育 成 が

必 要 と 考 え る 。  

 ま た 、 シ カ に よ る 森 林 被 害 の 抜 本 的 な 対 策 は 、 頭 数

管 理 だ と 考 え る 。 そ の た め に は 、 捕 獲 事 業 の 強 化 や 、

狩 猟 に よ る 頭 数 管 理 が 必 要 で あ る が 、 野 生 と は 言 え 、

鳥 獣 を 捕 獲 す る 事 に 対 す る 、 世 論 の 醸 成 が 進 ん で い な

い 。 今 後 、 ジ ビ エ 等 で 野 生 鳥 獣 の 食 肉 が 流 通 す る と 、

世 論 の 醸 成 が 進 ん で い く も の と 思 わ れ る 。  

 最 後 に 、 皆 伐 ・ 再 造 林 が 進 ま な い の は 、 木 材 の 使 用

先 が 少 な い た め で あ る 。  

 今 後 、 新 規 の 住 宅 着 工 数 は 減 少 す る と 予 想 さ れ て お

り 、 ま す ま す 木 材 使 用 量 が 減 少 し て い く 中 で 、 非 住 宅

分 野 、 中 高 層 住 宅 分 野 の 木 造 化 や 、 内 装 装 の 木 質 化 を

進 め る こ と に よ り 、 木 材 使 用 量 の 拡 大 を 図 る 事 が 最 大

の 要 件 で あ る 。 こ の 事 に よ り 、 循 環 型 社 会 形 成 が 促 進

さ れ る と 、 期 待 さ れ る 。  以 上  



選択科目   森林土木 

技術士第二次試験 APEC-semi 模擬答案用紙 

 

 
 

  

技術部門   森林部門 

専門とする事項  治山 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅰ－2 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

（ １ ） 高 齢 級 人 工 林 の 増 加 に よ る 負 の 影 響  

我 が 国 の 人 工 林 は 、 新 興 国 と の 競 争 激 化 な ど で 、 収

益 性 が 悪 化 し た こ と に よ り 人 工 林 の 皆 伐 ・ 再 造 林 が 進

ま ず 高 齢 級 で 過 密 な 人 工 林 が 増 加 し て い る 状 況 で あ る 。

そ の た め 、 林 内 は 下 層 植 生 に 乏 し い 状 況 で 水 源 涵

養 ・ 土 砂 流 出 防 備 ・ 土 砂 崩 壊 防 備 と い っ た 保 安 林 機 能

の 低 下 が 懸 念 さ れ る 。 ま た 、 近 年 は 線 状 降 水 帯 な ど に

よ る 集 中 豪 雨 に よ り 土 石 流 や 流 木 の 発 生 が 増 加 し て い

る 。  

地 方 の 少 子 高 齢 化 は 特 に 深 刻 で 、 林 業 の 衰 退 と あ わ

せ て 担 い 手 不 足 が 問 題 と な っ て い る 。  

 

（ ２ ） 流 木 の 解 決 策  

流 木 対 策 は 流 出 恐 れ の あ る 流 木 を 把 握 し ス リ ッ ト ダ

ム や 既 設 治 山 ダ ム の 嵩 上 げ に よ り 直 接 的 に 抑 止 す る 方

法 が あ る 。  

 我 が 国 の 国 土 の ７ 割 が 山 地 で あ り 、 そ の う ち の 森 林

の ４ 割 が 人 工 林 で あ る 。 こ の 人 工 林 を 適 切 な 密 度 で 間

伐 し 、 保 安 林 機 能 の 維 持 造 成 を す る 。 ま た 、 深 根 性 樹

種 を 導 入 し 樹 木 が も つ 緊 縛 力 を 生 か し 保 安 林 機 能 を 強

化 す る 。  

 

（ ３ ） 新 た に 生 じ る リ ス ク と 対 策  

地 形 ・ 地 質 的 条 件 や 気 象 条 件 に よ り 集 中 豪 雨 に よ る

流 木 は ど こ で も 発 生 す る 可 能 性 が あ り 、 す べ て を 対 策
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

す る こ と は 困 難 で あ る 。 そ の た め 、 航 空 レ ー ザ ー 測 量

な ど に よ り 得 ら れ た デ ー タ を Ｇ Ｉ Ｓ ソ フ ト で 森 林 や 斜

面 の 解 析 を 行 い 、 危 険 個 所 の 抽 出 を 行 う 。  

 

（ ４ ） 対 策 を 遂 行 す る に 当 た っ て 必 要 な 要 件  

抽 出 さ れ た 危 険 個 所 は 保 全 対 象 に 被 害 を 及 ぼ す リ ス

ク の 大 き さ や 影 響 と 地 域 の ニ ー ズ を 考 慮 し て 優 先 順 位

や 対 策 計 画 を 検 討 す る 。 し か し 、 治 山 ダ ム や 森 林 整 備

と い っ た 公 共 事 業 だ け で は 予 算 に も 限 界 が あ り 、 す べ

て を 対 応 す る こ と は 困 難 で あ る 。 そ の た め 、 ハ ザ ー ド

マ ッ プ の 活 用 ・ 避 難 訓 練 と い っ た 防 災 ・ 減 災 の 取 り 組

み を 住 民 参 加 で 行 う 。 ま た 、 地 域 の 特 性 や 人 材 を 生 か

し た 担 い 手 の 育 成 も 必 要 で あ る 。  

以 上  

 



問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～13-1 林業・林産～ 
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問題文とＡ評価答案例 
（選択科目） 

～13-2 森林土木～ 





選択科目   森林土木 
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技術部門   森林部門 

専門とする事項  治山 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－1－2 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

落 石 防 護 工 の 目 的  

落 石 防 護 工 は 、 岩 盤 斜 面 か ら の 落 石 や 斜 面 の 浮 石 の

落 石 エ ネ ル ギ ー を 防 護 工 に よ り 受 け 止 め 、 保 全 対 象 を

被 害 か ら 未 然 に 防 ぐ 目 的 で 設 置 さ れ る 。  

 

高 エ ネ ル ギ ー 吸 収 柵 工  

高 エ ネ ル ギ ー 吸 収 柵 工 は ネ ッ ト ・ ワ イ ヤ ー ・ ブ レ ー

キ シ ス テ ム な ど の 部 材 を 組 み 合 わ せ た 構 造 で 、 岩 塊 を

補 足 す る 。 部 材 が 軽 量 で 山 間 部 の 急 傾 斜 地 な ど 対 策 可

能 範 囲 が 広 い 特 徴 が あ る 。 ま た 、 捕 捉 に よ り 破 損 し た

部 材 の み 交 換 が 可 能 で あ る た め コ ス ト 縮 減 が で き る 。  

 

落 石 防 護 柵 工  

山 腹 の 基 礎 や 中 腹 に 設 置 さ れ る こ と が 多 く 、 広 く 普

及 し て い る 工 法 で あ る 。 下 部 工 は 基 礎 コ ン ク リ ー ト で

上 部 工 は 鋼 製 の 部 材 に 緩 衝 体 を 組 み 合 わ せ て 、 剛 体 で

エ ネ ル ギ ー を 受 け る 構 造 で あ る 。 海 岸 線 な ど 腐 食 環 境

で の 設 置 が 多 く 維 持 管 理 が 必 要 で あ る 。  

以 上  
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技術部門   森林部門 

専門とする事項  治山・林道 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 

 

Ⅱ－１－４ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

（ １ ） 林 道 の 排 水 施 設 は 、 大 き く 分 け て 、 ① 側 溝 、 ②

横 断 溝 、 ③ 溝 渠 、 ④ 地 下 排 水 工 、 ⑤ の り 面 排 水 工 に 分

類 さ れ 、 そ れ ぞ れ 次 の と お り と な る 。  

① 側 溝  

路 面 水 や の り 面 水 を 集 水 し 、 処 理 す る 機 能 を 持 つ も

の で 、 林 道 の 縦 断 方 向 に 設 置 さ れ る 。  

 下 流 側 は 水 量 が 多 く な る の で 、 適 切 な 位 置 で 横 断 方

向 へ 排 水 す る こ と が 必 要 で あ る 。  

② 横 断 溝  

 路 面 水 に よ る 路 面 侵 食 を 防 止 す る た め に 、 適 切 な 間

隔 で 設 置 し 、 横 断 方 向 に 排 水 す る 。 路 面 水 発 生 を 防 止

す る た め 、 設 置 間 隔 が 長 く な ら な い よ う 注 意 の こ と 。  

③ 溝 渠  

 渓 流 水 等 を 、 林 道 を 横 断 さ せ て 排 水 す る も の で 、 開

渠 、 暗 渠 、 洗 い 越 し 工 に 分 類 さ れ る 。  

 落 葉 等 で 閉 塞 し な い よ う 、 余 裕 を 持 っ た 断 面 と す る

こ と に 注 意 の こ と 。  

④ 地 下 排 水 工  

 湧 水 や 流 入 水 に よ り 、 路 盤 や 基 礎 地 盤 内 に 間 隙 水 圧

が 生 じ な い よ う 、 円 滑 に 排 水 す る も の で 、 湧 水 等 の 発

生 箇 所 の 把 握 が 必 要 で あ る 。  

⑤ の り 面 排 水 工  

 切 土 及 び 盛 土 の り 面 に 発 生 す る 流 水 を 、 処 理 す る も

の で あ る 。 小 段 の 排 水 に つ い て は 、 横 断 勾 配 を 設 け る

こ と が 必 要 で あ る 。  以 上  
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技術部門  森林部門 

専門とする事項  治山・林道 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－ １ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

( 1 ) 平 成 2 3 年 3 月 1 1 日 に 発 生 し た 東 日 本 大 震 災 に よ

り 発 生 し た 、 1 0 ｍ を 超 え る 津 波 に よ り 、 東 北 地 方 に お

け る 海 岸 防 災 林 を 、 根 か ら 流 出 さ せ た 。 し か し 、 一 部

の 海 岸 防 災 林 は 、 漂 流 す る 船 舶 を 捕 捉 し 、 津 波 の 威 力

を 減 勢 し た 事 例 が 報 告 さ れ て い る 。 ま た 、 樹 木 に つ か

ま る 事 で 、 津 波 の 引 き 波 か ら 生 還 し た 事 例 も 報 告 さ れ

て お り 、 人 命 を 救 う 働 き も あ っ た 。  

 東 日 本 大 震 災 か ら ８ 年 経 過 し た 現 在 に お い て も 、 用

地 買 収 や 、 盛 土 の 造 成 等 が 進 め ら れ て い る 一 方 、 準 備

が 整 っ た 地 域 か ら 植 栽 が 進 め ら れ て お り 、 海 岸 防 災 林

の 再 構 築 が 進 め ら れ て い る 。  

 こ の 中 で 、 検 討 す べ き 事 項 も あ り 、 そ れ を 以 下 に 挙

げ る 。  

① 樹 種 の 選 定  

② 樹 木 の 根 系 を 地 中 深 く ま で 伸 長 さ せ る 。  

③ 防 潮 堤 等 と 組 み 合 わ せ た 多 重 防 御 の 中 で の 役 割  

( 2 )  重 要 と 考 え る 技 術 的 課 題 に つ い て  

 私 が 重 要 と 考 え る 技 術 的 課 題 は 、 樹 木 の 根 系 を 地 中

深 く ま で 伸 長 さ せ る こ と で あ る 。  

 先 の 大 震 災 に よ り 発 生 し た 津 波 に よ り 、 樹 木 が 根 か

ら 抜 け て 流 出 し た こ と は 、 今 後 の 海 岸 防 災 林 の 造 成 に 、

大 き な 問 題 で あ る と 考 え る 。  

 こ の 解 決 方 策 は 、 地 下 水 位 を 低 下 さ せ る と と も に 、

盛 土 に よ り ２ ｍ 程 度 地 盤 を 嵩 上 げ す る こ と で 、 マ ツ 類

の 根 系 を 地 中 深 く ま で 誘 導 す る こ と で あ る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 ま た 、 直 径 生 長 を 促 す こ と で 、 船 舶 等 漂 流 物 の 捕 捉

機 能 を 高 め る こ と も 必 要 で あ る 。  

( 3 )  起 こ り う る 問 題 点 と 対 応 策 に つ い て  

 海 岸 防 災 林 を 造 成 す る 際 に 、 そ の 中 心 と な る 樹 種 は 、

深 根 性 の ア カ マ ツ 、 ク ロ マ ツ で あ る が 、 マ ツ ク イ ム シ

対 策 が 必 要 で あ る た め 、 抵 抗 性 マ ツ を 使 用 す る 事 が 必

要 で あ る 。  

 ま た 、 広 葉 樹 で は 、 カ シ ワ 、 タ ブ ノ キ 、 コ ナ ラ 、 タ

ブ ノ キ が 海 岸 防 災 林 に 使 用 で き る 事 か ら 、 マ ツ に 混 在

さ せ る こ と も 可 能 だ 。  

 海 岸 防 災 林 の 造 成 で は 、 1 h a  当 た り １ 万 本 程 度 の 植

栽 本 数 が 必 要 と な る 事 か ら 、 抵 抗 性 マ ツ の 供 給 体 制 が

問 題 と な る 。  

 こ の た め 、 広 葉 樹 を あ る 程 度 の 割 合 で 導 入 す る 事 は 、

抵 抗 性 マ ツ の 供 給 力 の 負 担 を 減 少 さ せ る 事 が 可 能 と な

る 。  

 ま た 、 多 様 な 樹 種 の 導 入 は 、 多 様 な 生 物 相 を 形 成 す

る こ と に な る 事 か ら 、 海 岸 防 災 林 に お い て も 、 森 林 の

有 す る 多 面 的 機 能 の 発 揮 が 期 待 さ れ る 。  
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技術部門   森林部門 

専門とする事項  治山 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅱ－２－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

（ １ ） 海 岸 防 災 林 復 旧 ・ 再 生 の た め に 検 討 す べ き 事 項  

我 が 国 は 四 方 を 海 に 囲 ま れ た 島 国 で あ り 、 地 震 大 国

と い わ れ る ほ ど 過 去 に も 巨 大 地 震 を 経 験 し て い る 。  

近 年 で は 南 海 ト ラ フ の 地 震 発 生 率 が ３ ０ 年 以 内 に ７

０ ％ の 確 率 で 発 生 す る と い わ れ て お り 、 津 波 に よ る 防

災 ・ 減 災 対 策 が 課 題 と な っ て い る 。  

記 憶 に 新 し い と こ ろ で は 、 東 日 本 大 震 災 に 起 因 す る

津 波 に よ り 、 東 北 地 方 の 海 岸 防 災 林 は 甚 大 な 被 害 を 受

け た 。 そ の 中 で 従 来 の 海 岸 防 災 林 が も つ 潮 害 ・ 飛 砂 ・

風 害 の 防 備 機 能 に 加 え て 津 波 に 対 す る 被 害 の 軽 減 機 能

が 確 認 さ れ た こ と に よ り 、 森 林 等 の 生 態 系 を 活 用 し た

防 災 ・ 減 災 対 策 が 注 目 さ れ 、 復 旧 へ の 取 り 組 み と し て

検 討 さ れ て い る 。  

 

（ ２ ） 検 討 事 項 の 技 術 的 課 題  

海 岸 防 災 林 は 、 潮 風 害 や 飛 砂 な ど の 生 育 環 境 が 厳 し

い 海 岸 に 整 備 す る た め 林 帯 の 形 成 が 非 常 に 難 し い 。 ま

た 、 樹 木 は 成 長 に 時 間 が か か る た め 、 保 安 林 機 能 を 早

急 に 発 揮 す る こ と が 難 し い 課 題 が あ る 。 そ の た め 、 樹

木 が 成 長 す る ま で は 、 土 塁 や 防 風 柵 な ど の 施 設 に よ り

阻 害 因 子 か ら 保 護 す る 必 要 が あ る 。  

 

（ ３ ） 起 こ り う る 問 題 点 と 対 応 策  

我 が 国 は 四 方 を 海 で 囲 ま れ て お り 、 ど こ で も 津 波 が

発 生 す る 可 能 性 が あ る が 、 す べ て の 海 岸 線 に 対 策 す る
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

こ と は 困 難 で あ る 。 そ の た め 、 ハ ザ ー ド マ ッ プ の 活 用

や 避 難 訓 練 な ど の 安 全 管 理 を 住 民 主 体 で 行 う よ う な ソ

フ ト 対 策 が 必 要 で あ る 。  

 

以 上  
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技術部門   森林部門 

専門とする事項  治山・林道 

○受験番号，問題番号，技術部門，選択科目及び専門とする事項の欄は必ず記入すること。 

○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

受験番号 

問題番号 Ⅲ－１ 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

※

( 1 ) - 1  発 生 機 構 の 概 略  

 温 暖 化 に 伴 う 気 候 変 動 に よ り 、 毎 年 長 時 間 に 渡 る 極

端 な 集 中 豪 雨 が 発 生 し て い る 。  

 一 方 、 我 が 国 の 山 岳 地 帯 は 地 形 は 急 峻 で 、 か つ 、 火

山 堆 積 物 、 風 化 花 崗 岩 、 断 層 、 破 砕 帯 等 風 化 、 浸 食 に

ぜ い 弱 な 地 質 が 広 範 囲 に 分 布 し て い る 。  

 近 年 発 生 し て い る 、 長 時 間 に 渡 る 集 中 豪 雨 は 、 森 林

の 根 系 が 影 響 を 及 ぼ す 範 囲 の 土 壌 を 飽 和 さ せ 、 更 に 深

部 の 地 層 に お い て 、 間 隙 水 圧 を 発 生 さ せ る こ と に よ り 、

深 層 か ら の 崩 壊 を 引 き 起 こ す 。  

( 1 ) - 2  課 題  

 大 規 模 な 崩 壊 と 、 流 木 災 害 の 状 況 か ら 、 課 題 は 以 下

の と お り と な る 。  

① 林 地 崩 壊 の 防 止  

② 山 脚 固 定  

③ 立 木 発 生 、 流 下 の 抑 止 、 抑 制  

( 2 )  解 決 策 に つ い て  

① 林 地 崩 壊 の 防 止  

 森 林 内 の 根 系 の 影 響 範 囲 を 、 可 能 な 限 り 深 部 ま で 拡

大 す る た め 、 間 伐 を 中 心 と す る 適 切 な 森 林 整 備 に よ り 、

根 系 の 深 部 へ の 伸 長 が 必 要 で あ る 。  

 ま た 、 針 広 混 交 林 化 に よ り 、 深 根 性 の 広 葉 樹 の 導 入

を 図 る こ と も 有 効 で あ る 。  

 し か し 、 更 に 深 部 か ら の 崩 壊 に は 、 森 林 の 持 つ 防 災

機 能 の 限 界 を 超 え て お り 、 対 応 が 不 可 能 で あ る 。  
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

 特 に 、 ０ 次 谷 等 山 腹 の 凹 地 形 に お い て は 、 雨 水 が 集

中 し や す く 、 深 層 の 間 隙 水 圧 が 発 生 し 、 崩 壊 す る 可 能

性 が あ る 事 か ら 、 ボ ー リ ン グ 調 査 等 に よ り す べ り 面 を

機 構 解 析 し 、 ア ン カ ー 工 、 ロ ッ ク ボ ル ト 工 、 暗 渠 工 、

集 水 ボ ー リ ン グ 工 等 の 必 要 な 対 策 を 、 予 防 的 に 行 う こ

と が 必 要 で あ る 。  

② 山 脚 固 定  

 大 規 模 な 崩 壊 、 地 す べ り 性 崩 壊 は 、 山 腹 の 最 下 方 か

ら 上 部 に 伸 び る す べ り 面 に 沿 っ て 崩 壊 す る た め 、 山 腹

最 下 方 の 山 脚 に 治 山 ダ ム 工 を 設 置 し 、 そ の 上 流 部 の 堆

砂 に よ り 、 崩 壊 に 対 す る 抵 抗 性 を 増 加 す る 。 ま た 、 必

要 に 応 じ て 流 路 工 、 護 岸 工 を 設 置 し 、 渓 岸 侵 食 を 防 止

す る こ と 。  

③ 流 木 発 生 、 流 下 の 抑 止 、 抑 制  

 山 腹 崩 壊 に よ り 、 発 生 し た 流 木 の 流 下 抑 止 、 抑 制 と 、

流 下 中 の 洪 水 、 土 石 流 に 渓 岸 の 立 木 が 巻 き 込 ま れ 、 新

た な 流 木 化 を 抑 止 す る 必 要 が あ る 。  

 流 木 の 捕 捉 は 、 流 下 速 度 が 遅 い 状 況 で 効 率 が い い と

さ れ て い る の で 、 可 能 な 限 り 発 生 源 に 近 い 箇 所 で 、 ス

リ ッ ト ダ ム を 設 置 す る こ と が 有 効 で あ る 。  

 ま た 、 渓 岸 の 立 木 は 事 前 に 伐 採 し て お き 、 流 木 化 を

防 止 す る と 共 に 、 周 囲 の 森 林 は 、 間 伐 を 中 心 と す る 適

切 な 森 林 整 備 に よ り 、 渓 岸 侵 食 を 防 止 す る 。  

( 3 )  新 た に 生 ず る リ ス ク と そ の 対 策 に つ い て  

 近 年 の 想 定 を 超 え る 集 中 豪 雨 に よ り 、 治 山 事 業 の 全
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○解答欄の記入は，1 マスにつき1 文字とすること。（英数字及び図表を除く。） 

●裏面は使用しないで下さい。            ●裏面に記載された解答は無効とします。           24 字×25 字

体 計 画 策 定 時 点 で は 予 想 さ れ な か っ た 、 土 砂 量 や 流 木

量 が 発 生 す る 可 能 性 が あ る 。  

 そ の 場 合 、 一 部 の 流 木 は 、 下 流 の 市 街 地 に 流 出 し 、

様 々 な 被 害 を 及 ぼ す こ と に な る 。  

 ま た 、 ス リ ッ ト ダ ム に 堆 積 し て い る 石 礫 や 流 木 の 除

去 が 進 ま な い ま ま 、 次 期 の 豪 雨 に 見 舞 わ れ る 可 能 性 も

あ る 。 こ の た め 、 ハ ー ド 対 策 と 並 行 し 、 ハ ザ ー ド マ ッ

プ の 作 成 及 び 説 明 会 の 開 催 や 、 住 民 へ の 情 報 提 供 、 避

難 所 の 整 備 及 び 、 避 難 所 ま で の ル ー ト の 整 備 等 の ソ フ

ト 対 策 も 必 要 で あ る 。  

 ま た 、 下 流 の 河 川 管 理 者 や 、 砂 防 部 局 と 連 携 し 、 施

設 の 管 理 状 況 等 の 意 見 交 換 を 行 う こ と や 、 平 素 か ら 地

元 住 民 に 対 す る 啓 発 活 動 、 情 報 提 供 を 行 う こ と が 必 要

で あ る 。  

 更 に 、 事 前 の 防 災 情 報 の 入 手 に は 、 地 元 気 象 台 と の

連 携 が 不 可 欠 で あ る こ と か ら 、 各 関 係 機 関 と 地 元 住 民

と の 密 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 、 平 素 か ら 図 っ て お く

こ と が 最 大 の 対 策 で あ る 。  
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